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東海地震との相違点

想定震源域に震源を持つ

異なる点

静岡沖の地震 東海地震

断層タイプ 横ずれ断層型 逆断層

マグニチュード Ｍ６．５ Ｍ８超

発生場所 スラブ内 プレート境界

（フィリピン海プレート） （ＵＰとＦＳＰ）



土石流：地震と豪雨

豪雨

平成２１年７月中国・九州北部豪雨

１９９９年広島豪雨

地震

１９８４年長野県西部地震

平成２０年岩手・宮城内陸地震



土石流災害（防府市石原）

防府市下右田（アジア航測撮影）



．
広島県南西部は1999年6月29日の豪

雨により，斜面崩壊とそれに誘発される
土石流が多発し，広島県下にて32名の

死者・行方不明者が出た．

国土交通省(2002)を引用
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アジア航測㈱ＨＰより引用

基図はカシミール３D50ｍメッシュ地形図より作成
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１９８４年長野県西部地震（Ｍｊ６．９）による御嶽山伝上崩れ

岩屑なだれ(dry avalanche)



１９８４年長野県西部地震

（Ｍｊ６．９）

９月14日午前８時48分

死者・行方不明者 ２９名

全壊14棟、半壊73棟、

一部損壊517棟

広島県(2003)に一部加筆，基図はカシミール３D20万分の1地形図

雨量データは気象庁HPによる．

1999年広島豪雨災害と調査地域の位置

1999年6月23日～7月2日
総降水量分布図

広島県(2000)に一部加筆



地質図

高橋(1991)より作成

松浦ほか（２００７）

20～21日累積雨量３００ｍｍ



土砂災害が発生する降雨について

土石流発生基準線(CL)は発生降雨と非発生降雨の集団を区分する線．



国道262号線の被害



土石流災害（防府市奈美）



第１話第１話 活動期に入った西日本活動期に入った西日本

土石流：地震と豪雨土石流：地震と豪雨

寺田虎彦と自然災害寺田虎彦と自然災害

““南海地震南海地震””と活動期と活動期

大地震の起きる場所大地震の起きる場所

最近の被害地震最近の被害地震



天災は忘れた頃にやってくる天災は忘れた頃にやってくる
寺田寅彦 （1878～1935）

「天災と国防」のなかで「「天災と国防」のなかで「天天
災はいつか回ってくるのが災はいつか回ってくるのが
自然の鉄則なのに、これを自然の鉄則なのに、これを
忘れがち忘れがち」といったのを誰」といったのを誰
かがいいかえたのだろう、かがいいかえたのだろう、
と言われている。と言われている。

関東大震災（関東大震災（19231923年年 99月）月） 流流 言言 蜚蜚 語語（（19241924））
白木屋火災（白木屋火災（19321932年年1212月）月） 火火 事事 教教 育育（（19331933））
三陸地震津波（三陸地震津波（19331933年年 33月）月） 津波と人間津波と人間 （（19331933））
函函 館館 大大 火（火（19341934年年 33月）月） 函館の大火に函館の大火に就て就て（（19341934））
室室 戸戸 台台 風（風（19341934年年 99月）月） 天災と国防天災と国防（（19341934））

寺田寅彦寺田寅彦

明治１１（明治１１（18781878）年土佐生まれ）年土佐生まれ

関東大震災後に、地震研究所関東大震災後に、地震研究所
の設立に力を尽くす。の設立に力を尽くす。

東京帝国大学理学部地震学科東京帝国大学理学部地震学科

““物理学における偏奇現象物理学における偏奇現象””

““火災論火災論””

弟子には無限の忍耐がいる弟子には無限の忍耐がいる

夏目漱石門下夏目漱石門下

筆名「吉村冬彦」筆名「吉村冬彦」



マグニチュード

Ｍ7.3

Ｍ7.3

Ｍ7.1

Ｍ6.8

Ｍ7.2

Ｍ7.9

Ｍ6.8

Ｍ8.0

Ｍ7.1

地震名（被害地名）

北丹後地震

北伊豆地震

西埼玉地震

男鹿地震

鳥取地震

東南海地震

三河地震

南海地震

福井地震

発生年

１９２７

１９３０

１９３1

１９３９

１９４３

１９４４

１９４５

１９４６

１９４８

昭和の活動期

活動期に入った？

1995年兵庫県南部地震（Ｍ7.3）
1997年山口県北部の地震（Ｍ6.6）
2000年鳥取県西部地震（Ｍ7.3）
2001年芸予地震（Ｍ6.7）

2004年新潟県中越地震（Ｍ6.8）
2005年福岡県西方沖の地震（Ｍ6.8）
2006年大分県中部の地震（Ｍ6.2）
2007年能登半島地震（M6.9)

新潟県中越沖地震（Ｍ6.8）
2008年岩手・宮城内陸地震(M7.2)



7.4

6 1/2

6.5

6.7

7 1/4

6.5

8.4

8.4

7.3～7.5

信濃北部および越後西部『善光寺地震』

越後頸城郡

信濃北部

小田原付近

伊賀・伊勢・大和および隣国

陸奥

東海・東山・南海道『安政東海地震』

畿内・東海・山陽道ほか『安政南海地震』

伊予西部・豊後

１８４７

１８５３

１８５４

マグニチュード地震名（被害地名）発生年

安政の活動期

6 3/4

7 1/2

7～7.5

6.9

7.5

6～6.5

7 1/4

7.0～7.1

7～7.5

飛騨白川・金沢

陸前

遠州灘（安政東海地震の余震）

江戸および付近『江戸地震』

日高・胆振・渡島・津軽・南部

江戸・所沢

伊予・安芸

飛騨・越中・加賀・越前・飛騨北部

八戸・三戸

１８５５

１８５６

１８５７

１８５８

マグニチュード地震名（被害地名）発生年



地震３兄弟地震３兄弟
（『基礎地球科学』（朝倉書店）を一部修正）

海洋地震の起きる場所と名まえ



http://www.pref.osaka.jp/kikikanri/panf/plan/tounankai.pdf

時間予測モデルに基づく南海地震が
今後30年間に発生する確率

時間予測モデルに基づく南海地震が
今後30年間に発生する確率

地震調査推進本部地震調査推進本部(2002)(2002)



大地鳴動す



南海大地震記念碑

昭和廾一年十二月廾一日午前四時十九分の満潮
時東経一三五度六分北緯三三度潮岬南々西約
五〇粁の海底を震源とする大地震あり大地鳴動
数分に及べり震後一〇分余りにして津波襲来一
波の極点四時四〇分波高九尺第二波五時十二
尺第三波五時二十分十一尺を記録する死者八
五人傷者八○人住家流失一八五戸全壊一六一
戸半壊一六九戸特に東町新屋敷太田方面は殆
と流失全滅の状態となる其他舩舶漁具家財及
農作物の流失被害は計り知れす当時復旧を思
ふ者なし時終戦後の物資不足の折多面に援助
受く茲に銘を記し記念とす 昭和三十一年十二
月



★



★

★



http://mekira.gsi.go.jp/project/f2/ja/index.html 



図５ マイクロプレートモデルと最近になって続発した被害地震
（『200万分の1日本列島活断層図』に加筆）



今後３０年以内に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率
（西日本地域）

地震調査研究推進本部
（平成１８年９月２５日改訂）

★
★

★

★

★

http://www.jishin.go.jp/main/chousa/07mar_noto/p06.htm





http://unit.aist.go.jp/actfault/niigata/map.html



2007年7月29日撮影

2007年７月29日撮影



九州大学島原地震火山観測研究センターによる

←警固断層
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震源断層と地表地震断層







「天災と国防」の中で

文明が進めば進む程天然の
暴威による災害がその激烈
の度を増すといふ事実である。

第第２２話話 次次に起きるに起きる地震地震

浜口梧陵と安政の南海地震

最近の地震活動

安芸灘の地震と“南海地震”

山口県は大丈夫？

キーワードは南海地震



明治３０年（１８９７）小泉八
雲（ラフカディオ・ハーン）が
「生ける神」なる物語として
全世界に紹介した。

また、昭和１２年文部省発
行、小学校国語読本巻十
（５年生用）に「稲むらの火」
として浜口梧陵が紹介され
ている

3-7 稲村の火 浜口梧陵



梧陵は、広村で分家浜口七右衛門の長男として生ま
れ、１２歳の時に本家の養子として銚子（現在の千葉
県）に移り、家業であるヤマサ醤油の事業を継ぐ。

たまたま彼が広村に帰郷していたとき、安政元年（１８
５４）、突如大地震が発生し、紀伊半島一帯を大津波
が襲った。

彼は、稲むら（ススキや稲束を積み重ねたもの）に火
を放ち、この火を目印に村人を誘導して、彼らを安全
な場所に避難させた。しかし、津波により村には大き
な爪あとが残った。

このかわり果てた光景を目にした梧陵は、故郷
の復興のために身を粉にして働き、被災者用の
小屋の建設、農機具・漁業道具の配給をはじめ、
各方面において復旧作業にあたった。

また、津波から村を守るべく長さ６５０ｍ余り、
高さ約５ｍの防波堤の築造にも取り組み、後の
津波による被害を最小限に抑えました。

その他にも、私塾「耐久舎」の開設、又藩政、国
政にも様々な活躍をし、その功績をたたえる碑が
広川町内の各地に建立されている。



現在の堤防（梧陵堤）

広川庁舎前の「稲むらの火」広場の銅像



津波の起こり方津波の起こり方

◆津波予報の種類と解説

「０．５ｍ」
高いところで、０．５ｍ程度の津

波が予想されますので、
注意してください。

津波注意津波注意報

「１ｍ」、「２ｍ」
高いところで、２ｍ程度の津波が

予想されますので、
警戒してください。

津波

「３ｍ」、「４ｍ」、「６ｍ」、
「８ｍ」、「１０ｍ以上」

高いところで、３ｍ程度以上
の津波が予想されますので、
厳重に警戒してください。

大津波

津波警報

「予想される津波の高さ」
として発表される数値

解説種類



安芸灘で起きる地震と

南海地震の時系列

平成１３（２００１）年３月２４日 芸予地震



(広島県熊野町)墓石の回転岩盤崩落(山口県東和町)

芸予地震の被害状況2001年



安芸灘に震央を持つ被害地震（M6.5以上）
（宇佐美，1996に基づく）

発生年月日 地震名 マグニチュード

1686年１月４日 安芸・伊予 M7.0～7.4

1857年10月12日 伊予・安芸 M7.1/4±0.5

1905年６月２日 芸予地震 M6.7

2001年３月24日 芸予地震 M6.7



安芸灘の地震と“南海地震”の
時間的なシーケンス

安芸灘の地震 “南海地震”

2001年 2021年(2001＋21）～
2062年（2001＋41）？

1905年 1946年 ＋41年
1857年 1854年 －3年
1686年 1707年 ＋21年



中国地方西部の地震活動（1997年4月1日～2008年4月30日）．

気象庁」一元化
データから作成

中国地方～九州地方で起きた地震の余震域
（『200万分の1日本列島活断層図』に加筆）



鳥取県西部地震

福岡県西方沖の地震

菊川断層帯

大原湖断層系

岩国断層帯

能登半島地震





山口県に被害を与える地震と震度山口県に被害を与える地震と震度

６弱

６弱

７

７

６強～７

海洋

スラブ内

内陸

内陸

内陸

東南海・南海

安芸灘～伊予灘

大竹断層

菊川断層

大原湖断層

最大震度タイプ地 震
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安芸灘～伊予灘の地震

大竹断層
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山口盆地北西縁断層

宇部東部断層＋下郷断層

中央構造線断層帯

最大死者数

山口県（２００８）による
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安芸灘～伊予灘の地震

大竹断層
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山口盆地北西縁断層

宇部東部断層＋下郷断層

中央構造線断層帯

建物被害棟数

全壊 半壊 山口県（２００８）による
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宇部東部断層＋下郷断層
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経済被害額

直接被害額 間接被害額
山口県（２００８）による



地震！山口はだいじょうぶ？

○地震の活動期にある → 地震がどこで起きても不思議
ではない。

○東西方向の圧縮 → 北東-南西方向と北西-南東方向

の断層が動きやすい

○今後40年以内に”南海地震”が起きる → 活動期が終

わる

○断層と地震の正しい知識 → 地震災害の軽減




